
 

 

 

 

 

 

 

 

日本小児がん看護研究会も 5 年目になりました。ニ

ュースレターの発行も、年に 2 回を目指してがんばって

おります。研究活動では、ガイドライン作成に向けて現

在進行中です。今回のニュースレター第 6 号では、第３

回東地方研修会の報告、第５日本小児がん看護研究

会のお知らせ、第４回関東地方研修会のお知らせ、平

成 18 年度の活動報告をいたします。 
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第５回 日本小児がん看護研究会のお知らせ 

 下記の要領で第5回小児がん看護研究会を開催い

たします。日本小児がん学会、日本小児血液学会、

および財団法人がんの子供を守る会公開シンポジウ

ムとの同時期開催 4 年目になります。「トータルケ

アの原点に戻る」を、来年度との連続の主題とし、

今回は特に「子どもと家族の継続的支援」を副題と

しました。  

会員の皆様方の演題のご応募，ご参加をこころよ

りお待ち申し上げます。 

              東北大学医学部保健学科 塩飽仁  

 

テーマ：トータルケアの原点に戻る：子どもと家族

の継続的支援 

日時：平成 19 年 12 月 14 日（金）、15 日（土） 

会場：仙台国際センター 

会長：塩飽 仁  （東北大学医学部保健学科看護学専攻） 
  

●第 1 日 平成 19 年 12 月 14 日（金）

○総会 

○特別講演「トータルケアのはじまり」戈木クレイグヒル滋子

（首都大学東京） 

○特別講演：「いのちの尊さを考える－子どもに死を教えると

き－」アルフォンス・デーケン（上智大学名誉教授） 

○口演発表，示説発表 

●第 2 日 平成 19 年 12 月 15 日（土）

○教育講演「小児がんの子どもへの継続的支援～長期入院

後のこどもの復学のケア～」有田直子（神奈川県立こども医

療センター小児看護 CNS） 

○シンポジウム：「子どもと家族の継続的支援」 

○口演発表，示説発表 

○懇親会 

●演題募集要項

 特にカテゴリーは設けておりません。小児がんの看護につ

いて多くの演題をお待ち申し上げます。 

○演題募集期間：７月１０日（火）から８月１４日（火） 
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○応募資格：演題発表者は共同研究者も含めて，本研究会

の会員といたします。 

○演題申込はすべてインターネットでのオンライン登録です。 

 詳細は下記のホームページをご覧ください。 

 学会ホームページ： 

http://www.congre.co.jp/2007gan-ketsueki/ 

○発表形式：口演もしくはポスターよりご選択ください。 

○文字数制限：演題タイトルは全角 52 字以内，抄録本文は

全角 1000 字以内とします。 

●参加費   看護師：7,000 円，医師：15,000 円 
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第３回関東地方研修会の報告 

 第３回関東地方研修会は「子どもたちへの病気の

説明や告知」をテーマに平成１９年２月３日（土）、

神奈川県立こども医療センター講堂で開催されまし

た。 

 はじめに聖路国際病院副院長で小児科医長でもあ

る細谷亮太先生から、講演「子どもたちへの病気の

説明や告知」を聞きました。飾らない率直な語り口

で、先生の出会われた子どもたちとの間での告知を

めぐる事例やエピソードを話され、元気になって成

長した子ども、なくなった子どもたちとの間で、よ

かったこと、嬉しかったことともに、うまくいかな

かったこと、困ったことなども話され、「いつ、どう

話すか」には正しい答えのないことがよくわかりま

した。また、子どもと、生きることや死ぬことにつ

いて話し合い考えるために、絵本をたくさん紹介さ

れました。細谷先生ご自身の著書や、翻訳されたも

のなど、どれも絵もきれいで、内容も魅力的で私た

ち自身が手にとってゆっくり読みたいものばかりで

した。「告知しなければならない！」と困難な課題に

悩むナースにとって、「焦らないで！」「自然に！」

と心癒されるような講演であったと思います。 

 休憩後はパネルディスカッションが行われました。

最初の発言者、神奈川県立こども医療センター、高

橋雄一氏からは「精神科医の立場から」過酷な治療

から精神症状を呈する「適応障害」が起こることが



多いこと、それはただ精神的負担が大きいためだけ

ではなく、個別的な性格や発達状況、生活環境など

さまざまな要因が関わってくること、子どもの精神

的安定にとって「家族」が重要であるが、その家族

を支える体制が必要であることが話されました。「病

気についての説明や告知」にあたっては、個々の子

どもと家族の背景を理解したうえで将来を見据えて

行うことが望ましく、かかわる人々の多角的な視点

が必要であると述べられました。そしてこども医療

センターで始まっているコンサルテーション・リエ

ゾン活動について紹介されました。 

 二人目の発言者、神奈川県立こども医療センター

専門看護師、有田直子氏は、臨床経験と研究から子

どもたちは「自分の病気について知りたい、何も知

らないのはこわい」と思っていること、また家族は

「子どもにどのように病気についてはなすことが一

番いいのかを真剣に考えていること、そして看護師

は、「こどもにとって最善の説明」が行われるように

他職種と協働し、悩んでいる家族とともに考えてゆ

くことが重要であると述べられました。また「看護

師はこどもと家族が抱いているさまざまな気持ちを

理解し、多職種がチームで関わって子どもと家族を

サポートすることが重要であると理解はしているが、

チームの中でその役割を果たすことができているだ

ろうか」と問いかけられました。ひとりひとり異な

る背景、個性、成育歴をもつ子どもたちに個々に応

じたケアをどう進めていくか、こども医療センター

で行われている試みを紹介しながら、一人ひとりが

自問自答することを求められるような意味深い内容

でした。 

 病気の説明や告知について十分なケアができてい

るか、多職種チームによる多角的な視点から支援す

るシステムができているかなどを自らに問う会場の

やや重い空気を吹き飛ばすような元気な三人目の発

言者は、小児がん経験者で「小児がんネットワーク

ＭＮプロジェクト」代表小俣智子氏でした。自身の

闘病経験からこどもたちが周囲のひとや親にも言わ

ないでいる本当の気持ちや、周囲をよく観察し状況

を理解してその上で周囲の人々に配慮していること、

病気について「何の病気？」というよりは「なぜ自

分がこの病気に？」を疑問に思うこと、治療中は仲

間の存在が大きいことなどを述べられました。診断

のときから治療終了まで、さらにその後も、支援し

てくれる人々、仲間や医療従事者など支援者の力が

大きいことをご自身の経験から話されました。病気

についての説明や告知については「いつ」「誰が」話

すかが重要で、病気を理解し受け入れていくために

は身近な人の支えが重要であること、そしてその身

近な人もまた支えを必要とすると述べられました。

今回のテーマは「こどもに病気について告知する」

ことですが、小児がん経験者はやがて自分で周囲に

対し「告知」していかなければならないことを示唆

され、周囲に自分の病気を説明し、社会で対処して

ゆくときに、支援ネットワークは重要であることを

医療ケースワーカーの視点も交えて図式化して示さ

れました。  

 参加者は、会員５５名、非会員５５名、家族・学

生６名、来賓１名、学生ボランティア 8 名、計 125

名でした。終了後のアンケートでは、講演もパネル

ディスカッションも好評でとくに「医療・看護の実

践からの具体的な内容を聞けたこと」、「小児がん経

験者の率直な話を聞けたこと」から感銘を受け、今

後の実践に役立つとの記述が多くありました。会場

の狭さや交通の便の悪さに対する苦情が少数ありま

した。 

会場をご提供くださり、会にも来賓としてご参加

くださった神奈川県立こども医療センター松田慶子

看護局長、準備から当日の運営まで種々ご尽力いた

だいた同センター看護師の皆さま、会場係・受付係

にボランティアとして活動してくださった神奈川県

立保健福祉大学の学生の皆さんに心から感謝申し上

げます。 



第 4回関東地方研修会は 2007 年 8 月 27 日（月）

国立成育医療センターで「小児がんのこどもの QOL」

のテーマで、講演と「小児がん看護ケアガイドライ

ンの開発と検討」のシンポジウムを内容として開催

予定です。皆さまのご参加をお待ちいたします。（梶

山祥子） 

 

アメリカ小児がん・血液看護学会 30 周年記念

大会 参加記 

 本学会は 10 月 26～28 日に、米国コネチカット州ハー

トフォードで開催された。記念すべき 30 周年事業として、

小児がん看護と小児血液看護の２つの学会を一つに

統合し、Association of Pediatric Hematology/Oncology 

Nurses へと名称変更している。今後の学会の質や会員

数など量的充実が図れると同時に、会員には大きなメ

リットとなることであろう。 

 米国の専門職向け学会によく見られる形式ではある

が、本学会においてもほんどがポスター発表で一般演

題の発表 2 日間で合計 3 セッションと少なく、また教育

講演が多かった。その教育講演の内容も実践的な内容

であり、例えばタイトルも「私の受持ち患者は重篤な再

生不良性貧血。何をどうすれば良いか」などとなってお

り、診断から治療、骨髄機能不全状態のアセスメントと

ケア、免疫療法など最新の知識と看護を教授するもの

となっていた。各教育講演は大体１時間、ナースプラク

ティショナー等の専門職が２ー３名程度で行っており、３

日間の学会開催期間に同じ内容が２回開催され、参加

者ができるだけ多くの講演に参加できるようになってい

た。皮膚障害のセッションでは、急性ＧＶＨＤの皮膚障

害が全身に広がった患者に対して行うクリーナー清拭、

軟 膏 （ SilvasorgGel,Tacrolimus 0.1%, Hydorocortisone 

1%）塗布の一連のケアプロトコールと手順を動画で見な

がら解説していた。入院中は挿管され全身管理されて

いた子どもが、退院後に笑顔でスクリーンに大写しにな

った時には大きな拍手がおこった。ケア内容や薬剤自

体は日本と大差はないが、データに基づいたアセスメン

トやケアの根拠を知る事に意義があると思われた。そ

の他 End-of-Life に関係するものなど心理面のケアに

ついても講演もあり、参加者と講演者がコミュニケーシ

ョンのあり方を熱心に討論する場面も見られた。 

 米国では看護師の免許は、更新制である。期間内に

学会に参加したり、専門教育や講習を必要単位時間数

分以上受けなくてはならない。この学会でも、教育講演

毎に単位が加算されるものがあったり、ポスターセッシ

ョンでは、３枚以上のポスターについて指定の評価表を

提出すると単位がもらえるシステムとなっていた。また

それらの評価表を総合して、ベストポスター賞を決定し

ていた。学会が主催する小児がん化学療法看護の試

験や、各施設でスタッフに化学療法について教授する

資格を与えるchemotherapy provider のコースも実施さ

れており、学会が教育機能を持ち、臨床の質の維持・

向上に役立つものであることを認識した。 

 参加者数約８００名の大規模な学会であるにもかか

わらず、初めて学会に参加する人のための歓迎パーテ

ィが設けられ、学会長や地域部会のメンバーが出迎え

たり、懇親会は２０名の円卓着席式であったりと、会員

間のネットワーク形成に手厚い配慮が感じられ、新たな

活力をいただいた。 （丸光惠） 

 
 

〔研究活動報告〕 

「小児がんをもつ子どもと家族の看護ケアガイ

ドラインの開発と検討」 

平成 16-19 年度の科学研究費補助金をうけ、ケア

に携わる看護師の支援を目的とした「小児がんをも

つ子どもと家族の看護ケアガイドラインの開発と検

討」を、日本小児がん看護研究会の研究活動と位置

づけ、取り組んできました。このガイドラインは、

子どもの小児がん発症直後から治療終了後のケアま

で，医療・教育・福祉・地域の連携を視野に入れて、

看護としてどのようなことが求められているのか、

看護師がどのようなことに困難を感じているかを踏

まえ、作成したいと考えました。 

 子どもの命に関わる厳しい治療現場にいる看護師

にとって、ケアのよりどころとなるものをできるだ

け明確にしていくことで、日頃のケアを見直す機会

となり、看護師が現在行っているケアに自信をもつ

ことができ、さらには病棟で習慣的になされている

ケア、十分には実施されていない退院後の問題への

予防的な対応を、子どもや家族の立場から見直しを

するなどを通じて、小児がんをもつ子どもや家族へ

のケアの質の向上に繋げていきたいと考えます。 

 現在、ガイドラインの草案を作成し、他職種の方々

にも検討していただいています。まもなく、皆様の

目に触れる形にできるのではないかと思いますが、

今後も、皆様と一緒に検討を重ね、よりよいものに

していく所存です。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

研究代表者：内田雅代（長野県看護大学） 
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平成１８年度役員からの報告 

〔会員について〕 

 平成 19 年３月現在、一般会員数は２９３名、賛助会員

はへるす出版（株）とキリンビール（株）です。 

〔平成 18 年度役員会〕 

第１回 2006 年  5 月 26 日（東京医科歯科大学） 

第２回 2006 年  8 月 5 日（都内会議室） 

第３回 2006 年 11 月 11 日（日本赤十字武蔵野短期大学） 

第４回 2006 年 11 月 24 日（大阪国際会議場） 

第５回 2007 年 2 月 24 日（日本赤十字武蔵野短期大学） 

〔役員について〕 
役員     

会長   梶山祥子 

副会長  丸光惠・門倉美知子 

庶務   内田雅代 

会計   石川福江・上坪成子 

研究会  小原美江・内田雅代 

機関誌  小川純子 

広報   富岡晶子・前田留美 

監事   森美智子・石橋朝紀子 

 

         委員会 

研究委員  内田雅代・小原美江 

編集委員  森美智子・野中淳子・佐藤美香 

研修委員  梶山祥子・二川美洋子・浅田美津子 

〔平成 18 年度会計報告〕 

〈一般会計 収入の部〉  

項目 決算額（円） 内訳 

1 会費   

 会員年会費 1，220,000 244 名（新入会 69 名）

 賛助会員会費 120,000  

 雑収入 8,565  

2.前年度繰越金 1,624,676  

計 2,973,241  

〈一般会計 支出の部〉 

項目 決算額（円） 内訳 

1.会議費 0  

2.事業費  692,155 

ニュースレター発行、研

究会誌発行、第 3 回関東

地方研修会など 

3.研究会事業費 300,000 特別会計へ 

4.事務費・その他 123,426 通信費・人件費など 

合計 1,115,581  

収入 2,973,241 

 支出 1,115,581 

      収支 1,857,660 

 

〈特別会計 収入の部〉 

項目 決算額（円）

前年度繰越金 338,464

雑収入（第 3 回関東地方研修会、第 4 回研究

会からの収益、預金の利息 
363,319

合計 701,783

〈特別会計 支出の部〉 

項目 決算額（円）

 0

合計 ０

平成 18 年度会計は、監事森氏、石橋氏により監査を受

け、承認されたことをご報告いたします。   

 

 
               

日本小児がん看護研究会 

第 4 回関東地方研修会のご案内 

日時：2007 年 8 月 27 日（月）9:30～16:30 

会場：国立成育医療センター   

(http://www.ncchd.go.jp/) 

テーマ：小児がんの子どもの QOL 

講演 1 「小児がんの子どもの QOL」  

   講師；セントジュード小児研究病院看護研究室長  

Pamela S. Hinds 

講演２ 「処置への非薬理学的アプローチ」 

講師：ボローニア大学付属病院サントオールソラマルピギ病院 

小児科医師・精神科医 Dorella Scarponi 

＊講演は同時通訳つき 

シンポジウム「小児がん看護ケアガイドラインの開発と検討」 

  発題：長野県看護大学 内田雅代 

  シンポジスト 小児がん経験者、家族、臨床看護師、医師 

         ケースワーカー 

 

 

〈平成 19 年度年会費納入のお願い〉 
平成 19 年度の年会費、また、それ以前の年会費をお支払

いいただいていない会員の方は、封筒のあて名ラベルに未

入金の年度が赤字で記入してあります。（H19 年度を未納

の方は、「H１９」）すでにご入金いただいている方には、

何も記入してありません。年度が記入してある会員の方は、

下記振込先までお支払いください。なお、入れ違いでご入

金された方がいらっしゃいましたら、ご容赦ください。 

ご 不 明 な 点 が ご ざ い ま し た ら 、 研 究 会 事 務 局

（TEL/FAX：0265-81-5186・5184）まで、お問

い合わせください。 

会費振込先 ： 郵便振替口座 00590-9-79689 

     口座名称   日本小児がん看護研究会 

年会費：5000 円 

 

 

日本小児がん看護研究会機関誌編集係 

〒260-8672 千葉市中央区亥鼻 1-8-1 

千葉大学看護学部 小児看護学教育研究分野 

小川純子

E-mail：junogawa@faculty.chiba-u.jp 


